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案 件

１ 「いわき市公共施設等総合管理計画」の改定について



計画期間
　　2017年度　～　2030年度　　※変更なし
　（平成29年度）　（令和12年度）

改定日 　2022年（令和４年）３月15日

展望人口

2015→2060

36.9％減

すべての公共施設等を維持し続けることは不可能

延床面積

2014→2022

約4万㎡増

旧耐震基準

概ね築40年以上

全体の約半数

維持管理

毎年度

約70億円

いわき市

公共施設等総合管理計画

の改定

１

◆ 改定の背景



策定時 直近 増減 策定時 直近 増減 旧耐震基準 新耐震基準

文化施設・ホール 99,640.21 100,428.36 788.15 98 102 4 35施設 67施設

スポーツ施設 65,153.29 69,762.13 4,608.84 33 39 6 20施設 19施設

観光誘客・健康施設 51,635.86 53,316.01 1,680.15 26 35 9 5施設 30施設

保健・福祉・医療施設 20,705.44 22,400.76 1,695.32 8 10 2 3施設 7施設

幼稚園・保育所 27,534.68 27,783.62 248.94 51 52 1 27施設 25施設

学校関連施設 517,361.43 523,495.21 6,133.78 155 148 ▲ 7 67施設 81施設

放課後児童クラブ 1,341.46 2,805.74 1,464.28 16 52 36 10施設 42施設

公営住宅 490,617.65 508,113.32 17,495.67 159 118 ▲ 41 84施設 34施設

消防団詰所 11,946.27 12,424.54 478.27 351 302 ▲ 49 54施設 248施設

ごみ処理関係施設 42,549.29 41,796.88 ▲ 752.41 16 16 0 9施設 7施設

庁舎 58,562.95 62,289.53 3,726.58 31 33 2 17施設 16施設

火葬場・墓園 5,086.25 6,550.07 1,463.82 4 4 0 1施設 3施設

駐車場・駐輪場 6,586.55 6,586.55 0.00 4 4 0 0施設 4施設

卸売市場 34,884.43 30,074.83 ▲ 4,809.60 2 1 ▲ 1 1施設 0施設

公衆トイレ・四阿 841.77 856.71 14.94 28 32 4 5施設 27施設

ポンプ場・機械室 2,170.31 2,956.44 786.13 29 38 9 13施設 25施設

文化財等 215.61 915.84 700.23 2 3 1 3施設 0施設

公園施設 6,405.01 5,306.51 ▲ 1,098.50 80 100 20 19施設 81施設

その他 22,287.65 20,526.54 ▲ 1,761.11 34 28 ▲ 6 17施設 11施設

計 1,465,526.11 1,498,389.59 32,863.48 1,127 1,117 ▲ 10 390施設 727施設

施設数
機能類型

延床面積（㎡） 直近の施設数のうち

◆ 機能類型ごとの公共施設等(建築物)の状況

※ 企業会計及び競輪事業特別会計に属する又はこれに類する施設は、各会計の独立採算等に努める中でそのあり方を検討 ２



東日本大震災からの復興を
目的とする施設の新規整備

（例）
○ 災害公営住宅

○ いわきグリーンベース

○ 久之浜・大久ふれあい館

○ こども元気センター

○ いわき震災伝承みらい館

○ 沿岸部の集会所 など

教育・保育環境の整備

（例）
○ 白土保育所、あさひ保育園、

渚保育所、豊間保育園の改築

○ 三和小学校・三和中学校を

集約し一体的に整備

◆ 延床面積増の主な要因

３



❶ 旧耐震基準の建物は、原則、長寿命化の対象外

（改修や大規模な修繕を要する状態のものは廃止相当とし、

安全第一ですみやかに供用を終了する）

❸ 方向性を「あり方見直し」と整理した施設は、

縮減を念頭に、いつまでに・どのように

縮減を図るか早急に整理

❹ 200㎡未満の小規模な建物は事後保全

❽ 検討の結果、施設という形で必ず維持すべき行政サービス

・機能については、時代に応じた需要や必要性を

見極めながら、サービス・機能を強化

❼ 検討の結果、施設という形で必ず維持すべき行政サービス

・機能は、新築・改築時、原則として、複数の市民

サービス・機能を集約・複合化

❺ 民間が担いうる機能は、原則、民間活力を活用

❻ 先進技術を活用し、施設という形に囚われず

行政サービス・機能のあり方を検討

❷ 主たる建物が旧耐震基準に該当する施設は、

施設の方向性を「あり方見直し」と整理

◆ 公共施設等の維持管理・新築・改築のルール

４



現行計画

一歩踏み込んだ
新たな目標に

変更

公共施設等(建築物)について、
令和12年度までに概ね10％の延床面積を縮減することを目指す

短期目標
令和7年度末まで

民間代替性の高い施設を中心に
民間へ移譲 又は 施設を廃止 等により

公共施設等の維持管理・更新に係るコストを ６億円 縮減

中期目標
令和12年度末まで

方向性を「あり方見直し」とした
施設の縮減を実現

長期目標
令和12年度末までに
将来的なあり方を整理

「公共施設等の維持管理・新築・改築のルール」を踏まえた
公共施設等の質・量のさらなる最適化

◆ 計画の新たな目標

５



2021
令和3年度

2022
令和4年度

2023
令和5年度

2024
令和6年度

2025
令和7年度

2026
令和8年度

2027
令和9年度

2028
令和10年度

2029
令和11年度

2030
令和12年度

2031～
令和13年度

民間代替性の
高い施設を

縮減

中期財政計画 計画期間

公共施設等総合管理計画 計画期間

トライアル・
サウンディング

等

「あり方見直し」施設の縮減

民間代替性、
エリアマネジメント等の

視点を踏まえた
「あり方見直し」施設の整理

庁内外調整
トライアル・

サウンディング
等

短期目標期間 中期目標期間 長期目標期間

民
間
代
替
性
の

高
い
施
設

短

期

民
間
代
替
性
の
低
い

「
あ
り
方
見
直
し
」

以
外
の
施
設
・
そ
の
他

長

期

「
あ
り
方
見
直
し
」

施
設(

主
に
旧
耐
震)

中

期

公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画

改

定

個
別
管
理
計
画

見
直
し

民間代替性の
高い施設の
方針を決定

行政サービス・機能のあり方見直し
受益者負担のあり方見直し

＜構造改革推進本部＞

次期計画期間

施設の
質・量の
さらなる
最適化

６

◆ 取組スケジュールの想定



案 件

２ 四ツ倉駅人道橋・西口交通広場の供用開始について



四ツ倉駅人道橋・西口交通広場の供用開始について

令和４年３月26日（土）午後３時供用開始



整 備 目 的

震災後・・・

➣災害公営住宅
➣復興公営住宅
➣民間の宅地開発等

西側地区

居住人口が増加

東側地区

既成市街地

（学校、商業施設、
医療機関 等）

アクセス強化

安全な歩行動線の確保

鉄
道
に
よ
り

分
断

人道橋と広場の整備により

■概略平面図



施 設 概 要

〇西口交通広場

面積 約2,300㎡

バス・タクシー乗降場 １箇所

一般車乗降場 ２箇所

車いす用乗降場 １箇所

〇駐輪場（四ツ倉駅西自転車専用駐車場）

面積 約200㎡

駐輪台数 １14台

〇駅前広場（駅東側）

舗装、照明設備等の

リニューアル

◆東側イメージ図

〇四ツ倉駅人道橋

橋長 38.5ｍ

幅員 3.0ｍ

エレベーター ２基

◆西側イメージ図



ＪＲ四ツ倉駅 駅舎リニューアル

人道橋の整備に伴い

ＪＲ四ツ倉駅のリニューアルも

併せて行われました。



開 通 式 の 開 催 に つ い て

〇日時 令和4年3月26日（土） 午前10時45分～午前11時

〇場所 いわき市四倉町鬼越 地内（四ツ倉駅西口交通広場）

開通式の終了後、

午後３時から供用開始します

※ 開通式に先立ち、同日午前10時より安全祈願祭が執り行われます。

※ 新型コロナウイルス感染症拡大防止の観点から、少人数での開催とします。


